
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2019年12月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2019年12月31日～2021年1月15日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202101_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

14.56%

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
1月15日

米国：新型コロナウイルスを巡り感染再拡大が懸念されていますが、一方でワクチンの普及が
景況感や企業活動を支えるとみられることに加え、追加の経済対策などもあり企業業績予想は
改善するとみています。さらに、緩和的な金融政策の長期化による株式相場の押し上げ効果も
あり、底堅い展開が続くと予想しています。
欧州：新型コロナウイルスの感染再拡大や変異種に対する警戒感、ユーロ高による企業業績へ
の影響に対する懸念から、当面は上値の重い展開を予想しています。

（期間：2019年12月31日～2021年1月15日）
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マーケットの動き（2021年1月11日～1月15日） 米国株価指数の推移

米国では底堅い展開、欧州は上値の重い展開

先週の米国株式市場は、前週末比で下落しました。
12月の米国小売売上高や新規失業保険申請件数などの経済指標の悪化を受けた経済
活動回復鈍化への懸念や、バイデン政権の示した追加経済対策の成立遅延の憶測が株
価を押し下げました。
欧州株式市場は、おおむね米国に連動した推移となりました。

投資環境見通し（2021年1月）

6.15%

S&P500種株価指数 3,768.25 ▲1.48% 1.99% 16.79%

NYダウ 30,814.26 ▲0.91% 2.04% 14.68%
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